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山梨ブラン ド 掘 の 内容を明 に

十分な をして
、
思い を っ

月 の 塾 例会 を
、
私 は

、
大 しみ にして い ました

。
なぜ ならば

、
君 が今年 の

テ マ として めた 2 1 世 山梨ブラン ドを 掘 にっ い て
、
具体的な思い や取り

み の 具体的な内容 にっ い て
、

L 〈 けると思 っ たか らで す
。
今まで

、
各期で は

、
グ

ル プ にテ マ を めて
、

にテ マ を掘り下 げてきました
。
それ に して

、
十

四期生 君 は
、
全 が っ て 同じテ マ に取り もうと言うの で すか ら

、
まことに好ま

しい と思うと同 に
、
これか ら未来に けて

、
君が 山梨の 独 自性 をどの ように取り上

げ
、
ア ツ ピ ル するか

、
私 は大い に 味を持ちました

。

煮 めた内容を けなくて残念

先月 の 「塾 生 ヘ の 手 」で は
、

> 君 が
、

2 1 世 の 山梨ブラン ド をどの ようにとら

える力기 を
。
是非

。
月 の 例会で かせ て ほしい とお い して おきました

。
君 の で

十分な が掘り下げられて
、
きっ と

、
成熟した が けると思 っ て

、
心 を らせ な

が ら山梨に 向か っ たの で す
。
しか し

、
残念ながら

、
し合い の どころか

、
し合 っ

た形 さえ
、
余 り感じられなか っ たの で す

。

表 会 に 二 千人 集まっ てもらうことばか りが
、
先走 りして

、

「何 をア ツ ピ ル するの

か 」とい う
、
肝 心 の 思い の 原 点がまっ たく 明になっ て い ませ んで した

。
大い に失望し

たことは
、
事 で あります

。
思い の 原点が不 明 で あれ ば

、
先 に行 くほ ど

、
い が 目

立 ち始 めるで しよう
。
とにかく

、
早急 に

、
「私 が言う

、
山梨ブラン ド とは何か ? 」を明

にすることで す
。
三 月 の 例会まで に大筋がまとまっ て い なけれ ば

、
とても

、
そこか ら

先の わずかな の 中で かな中身の ある 表は期待できませ ん
。

地 域を することは
、
自分を すること

山梨ブラン ド とは
、
私 が山梨 民として

、
国内はもとより

、
世界 に 向け

、
りをも

っ て アツピ ル で きるもの を指すの で しよう
。
即ち

、
山梨ブラン ドの 掘 は

、
山梨の

良さの 掘 そ の もの で す
。
これか らの 代

、
私 が国内外 に 自信をもっ て り出せ

る良さは何か
。

に 味深 い で あります
。

り返 しになりますが
、
それは なる土

物 の で はない はずで す
。

「小 笠原流礼法に代表される品位 品格」とい っ たもの

も
、
私 には

、
まぶ しい 山梨ブラン ド に えます

。
「 まれた水を利用した最高 の ウ

イス キ 」もまた
、
今の 代なら

、
大きな 求点で しよう

。

この テ マ は
、

君 の い 代感 を い けるもの で す
。
自ら住む 地域の 良さ

に 付くことは
、
その まま

、
「自分の 良さに が付くこと」にっ ながります

。
次回の 例会

で は
、
是非

、
「山梨ブラン ド」にっ い て核心 を く の を かせ て ください

。

甲斐塾 塾 上 甲 晃


